
う
さ
ぎ
小
屋
住
人
が

目
を
む
く
「
邸
宅
」

十
一
月
八
日
、
全
北
で
の

最
後
の
夜
は
組
合
役
員
の
お

宅
に
分
宿
さ
せ
て
頂
い
た
。

ウ
サ
ギ
小
屋
住
人
の
日
本
の

労
働
者
は
皆
目
を
む
く
贅
沢

な
広
さ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
風
邸

宅
。
翌
朝
、
ソ
ウ
ル
に
向
か

う
Ｋ
Ｔ
Ｘ
（
日
本
で
い
え
ば

新
幹
線
）
を
待
つ
間
も
ひ
と

し
き
り
こ
の
話
題
。
住
宅
の

広
さ
の
基
準
が
日
本
と
は
段

違
い
な
の
だ
。

別
れ
を
惜
し
ん
で
深
夜
ま

で
の
交
流
も
あ
っ
た
。
今
回

驚
い
た
の
は
多
く
の
韓
国
の

労
働
者
が
ス
マ
ホ
を
同
時
通

訳
の
よ
う
に
活
用
し
て
熱
心

に
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
。

全
国
労
働
者
大
会
へ

九
日
、
訪
韓
の
最
大
の
目

的
で
あ
る
「
チ
ョ
ン
・
テ
イ

ル
精
神
継
承
！
全
国
労
働
者

大
会
」
に
参
加
す
る
た
め
一

路
、
ソ
ウ
ル
へ
。
そ
の
夜
は

前
夜
祭
、
翌
日
午
前
と
午
後

に
集
会
と
い
う
日
程
だ
。

ソ
ウ
ル
で
の
お
出
迎
え

ソ
ウ
ル
・
龍
山
駅
に
は
建

設
労
組
書
記
長
の
オ
・
ヒ
テ

ク
氏
と
委
員
長
が
車
で
出
迎

え
。
大
き
な
荷
物
を
抱
え
て

ホ
テ
ル
へ
地
下
鉄
で
移
動
さ

せ
る
の
は
忍
び
な
い
と
。
建

設
労
組
と
い
え
ば
民
主
労
総

の
中
で
、
金
属
労
組
に
つ
い

で
二
番
目
に
大
き
く
勢
い
の

あ
る
産
別
組
合
。
年
に
一
回

の
労
働
者
大
会
を
目
前
に
し

た
日
に
、
訪
韓
団
九
人
の
為

に
動
い
て
下
さ
る
ご
厚
意
に
、

中
村
猛
氏
が
築
い
て
き
た
人

間
関
係
の
濃
さ
を
見
る
思
い
。

シ
カ
の
お
尻

そ
の
上
、
オ
・
ヒ
テ
ク
氏

に
は
昼
食
ま
で
ご
馳
走
に
な
っ

た
。
案
内
さ
れ
た
の
は
ソ
ウ

ル
中
心
街
の
一
角
、
細
い
路

地
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
残
る

伝
統
家
屋
の
有
名
な
韓
定
食

の
老
舗
。
次
々
と
珍
し
い
料

理
が
運
ば
れ
て
く
る
。
中
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
「
ノ

ル
オ
ン
ド
キ
」
と
い
う
き
の

こ
。
ノ
ル
（
小
さ
い
鹿
の
よ
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定
期
訪
韓
団
報
告
⑤

⇒

左
が
オ
・
ヒ
テ
ク
氏
。

そ
の
隣
が
中
村
猛
氏

↓

座
敷
に
は
美
し
い
屏
風



う
な
動
物
）
の
お
尻
の
意
。

ま
―
る
く
て
真
っ
白
で
フ
ワ

フ
ワ
感
。
標
高
１
千
ｍ
以
上

の
山
の
木
の
上
に
生
え
、
こ

の
一
ヶ
月
間
位
し
か
採
れ
な

い
季
節
限
定
の
食
材
、
三
大

き
の
こ
の
一
つ
だ
そ
う
だ
。

そ
ん
な
貴
重
な
物
を
頂
い
て

い
る
な
ん
て
！

恐
縮
。

オ
・
ヒ
テ
ク
と
い
う
人

オ
・
ヒ
テ
ク
氏
は
武
勇
伝

が
多
く
、
「
組
織
化
の
神
様
」

の
異
名
も
と
っ
て
い
る
人
物

ら
し
い
。
一
九
六
四
年
生
ま

れ
、
ソ
ウ
ル
大
学
在
学
中
に

全
斗
煥
軍
事
独
裁
政
権
に
よ

り
国
家
転
覆
罪
で
逮
捕
、
あ

ら
ゆ
る
拷
問
を
う
け
る
。
恋

人
に
婚
約
解
消
を
申
し
出
た

が
出
獄
ま
で
待
っ
て
く
れ
た
。

つ
い
先
日
ま
で
重
篤
な
肝
臓

病
で
入
院
し
て
い
た
と
い
う

の
に
、
ビ
ー
ル
に
焼
酎
を
入

れ
て
グ
イ
グ
イ
と
飲
む
わ
、

食
う
わ
。
そ
う
し
な
が
ら
家

族
の
話
、
日
本
列
島
を
自
転

車
で
沖
縄
か
ら
稚
内
ま
で
縦

走
し
た
話
、
労
働
者
大
会
の

こ
と
な
ど
話
題
は
つ
き
な
い
。

三
世
代

弾
圧
さ
れ
つ
づ
け

お
じ
い
さ
ん
は
西
大
門
刑

務
所
で
処
刑
さ
れ
た
。
日
本

は
植
民
地
解
放
を
闘
う
人
々

を
こ
こ
に
捕
え
酷
い
拷
問
に

か
け
処
刑
し
た
。
現
在
は
独

立
記
念
館
に
な
っ
て
い
る
。

犠
牲
に
な
っ
た
お
じ
い
さ
ん

の
写
真
も
飾
ら
れ
て
い
る
。

お
ば
あ
さ
ん
は
結
婚
し
な

い
と
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
に

引
っ
張
ら
れ
る
の
で
満
一
四

歳
で
結
婚
。
五
人
の
子
を
産

み
二
五
歳
で
夫
を
奪
わ
れ
た
。

そ
の
長
男
が
オ
・
ヒ
テ
ク

氏
の
父
。
母
を
助
け
て
兄
弟

の
面
倒
を
見
、
最
後
に
結
婚
。

三
六
歳
で
彼
が
生
ま
れ
た
。

教
師
と
し
て
朴
正
煕
（
今
の

大
統
領
の
父
）
軍
事
独
裁
政

権
と
闘
い
弾
圧
を
受
け
た
。

祖
母
の
人
生
に
思
い
は
せ

夫
を
処
刑
さ
れ
息
子
を
朝

鮮
戦
争
で
失
い
、
親
子
三
代

続
く
弾
圧
。
八
六
歳
に
な
る

祖
母
の
、
ひ
と
り
の
女
性
と

し
て
の
人
生
は
い
か
ば
か
り

で
あ
っ
た
か
、
深
い
思
い
を

致
し
な
が
ら
淡
々
と
語
っ
た
。

鉄
パ
イ
プ
で
闘
う
意
味

一
転
し
て
労
働
者
大
会
の

話
。
韓
国
も
日
本
と
同
じ
く

右
傾
化
。
韓
国
は
そ
う
な
る

と
労
働
運
動
も
市
民
運
動
も

活
性
化
す
る
。
明
日
は
鉄
パ

イ
プ
で
武
装
し
放
水
車
を
浴

び
て
ぶ
つ
か
る
。
建
設
大
資

本
は
政
府
の
天
下
り
が
多
い
。

こ
ん
な
国
に
投
資
し
て
大
丈

夫
か
？
と
外
資
が
た
め
ら
い
、

政
府
・
資
本
へ
の
圧
力
と
な

る
。
交
渉
で
は
突
破
で
き
な

い
。
二
〇
年
間
で
七
百
人
以

上
が
拘
束
さ
れ
た
が
二
千
二

百
万
労
働
者
の
地
位
が
向
上

し
た
。
犠
牲
者
な
く
し
て
闘

い
の
発
展
は
な
い
。
か
つ
て

日
本
の
全
共
闘
や
赤
軍
か
ら

戦
術
を
学
ん
だ
。
父
が
翻
訳

し
て
く
れ
た
。

（
つ
づ
く
）

（
南
労
会
支
部

Ｏ
）
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